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連 結 注 記 表

(連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等)

1. 連結の範囲に関する事項

連結子会社の数及び連結子会社の名称

連結子会社の数 ３社

株式会社エージーピー中部

株式会社エージーピー沖縄

Airport Ground Power (Thailand) Co.,Ltd

2. 持分法の適用に関する事項

持分法会社の数及び持分法会社の名称

持分法適用関連会社の数 ２社

株式会社Ａリリーフ

Smart Airport Systems Japan株式会社

3. 会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

その他有価証券

ａ 市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は総平均法により算定）

ｂ 市場価格のない株式等

主として総平均法による原価法

② 棚卸資産

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

ａ 商品、製品及び仕掛品…フードシステム事業に係る製品及び仕掛品は、先入先出法を採用しており

ます。

その他事業に係る商品及び製品、仕掛品は、主に個別法を採用しておりま

す。

ｂ 原材料費及び貯蔵品……主に移動平均法を採用しております。
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(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

ａ 定額法……………………建物、関西空港・那覇空港・広島空港の構築物・機械装置、2016年４月１

日以降に取得した建物附属設備及び構築物

ｂ 定率法……………………上記以外の有形固定資産

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 ３～38年

機械装置及び運搬具 ２～17年

また、2007年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から

５年間で均等償却する方法を採用しております。

② 無形固定資産（リース資産を除く）

自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年) に基づく定額法を採用してお

ります。また、特許権については、８年の定額法を採用しております。

③ リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法を採用しております。

(3) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等の特定の

債権については回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当連結会計年度に見合う額を計

上しております。

③ 製品保証引当金

販売製品の将来の品質保証に伴う支出に備えるため、過去の実績に基づき、今後必要と見込まれる額を

計上しております。

④ 株式給付引当金

株式給付規則に基づく当社株式の給付に備えるため、当連結会計年度末における株式給付債務の見込額

に基づき、株式給付引当金を計上しております。
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(4) 重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジを採用しております。但し、為替予約が付されている外貨建金銭債権債務については振当処

理を採用しております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。

ヘッジ手段 為替予約

ヘッジ対象 外貨建金銭債権債務

③ ヘッジ方針

社内規定に基づき、外貨建金銭債権債務の為替変動リスクを回避するため、キャッシュ・フローを円貨

で固定することを目的に、必要に応じてヘッジすることとしております。

④ ヘッジの有効性評価の方法

振当処理によっている為替予約については、有効性の評価を省略しております。

(5) その他連結計算書類の作成のための重要な事項

① 収益及び費用の計上基準

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を適用しております。

動力供給事業においては、主に、地上駐機中の航空機に対して電力等動力資源を供給するサービスを提

供しており、動力供給が完了し、顧客から検収を受けた時点で収益を認識しております。

エンジニアリング事業においては、主に、特殊機械設備等の工事や保守管理サービスを提供しておりま

す。

工事については、短期工事が多く、原則、工事が完了し顧客からの検収か完了した時点で収益を認識し

ております。一定以上の期間を要する工事契約については、履行義務を充足するにつれて、一定の期間に

わたり収益を認識しております。なお、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができない

が、発生する費用を回収することが見込まれる場合は、原価回収基準にて収益を認識しております。

保守管理サービスについては、契約期間にわたってサービスを提供する義務があり、契約に定められた

サービス提供期間で収益を認識しております

。

② 退職給付に係る会計処理の方法

退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度における見込額に基づき、退

職給付債務から年金資産を控除した額を計上しております。

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

（11年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（11年）による定額法によ

り費用処理しております。

未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用は、税効果を調整の上、純資産の部におけるその他の

包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。
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4. 会計上の見積りに関する注記

(1) 繰延税金資産の回収可能性

① 当連結会計年度計上額 586,509千円

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

繰延税金資産は、将来減算一時差異等を使用できる課税所得が生じる可能性が高い範囲で見積りを行っ

ています。

課税所得が見込まれる時期及び金額は、経営者の最善の見積りと判断により決定しておりますが、将来

の不確実な経済条件の変動によって影響を受ける可能性があります。

5. 会計上の見積りの変更

(1) 退職給付に係る会計処理の数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理年数の変更

退職給付に係る会計処理における数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理年数について、従来、従

業員の平均残存勤務期間以内の一定年数（14年）で費用処理しておりましたが、平均残存勤務期間がこれ

を下回ったため、当連結会計年度の期首から費用処理年数を11年に変更しております。

なお、当該費用処理年数の変更が当連結会計年度の連結計算書類に及ぼす影響は軽微であります。
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(連結貸借対照表に関する注記）

有形固定資産の減価償却累計額 18,953,338千円

(連結株主資本等変動計算書に関する注記）

1. 当連結会計年度末日における発行済株式の総数 普通株式 13,510,000株

2. 剰余金の配当に関する事項

(1) 当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年６月21日
定時株主総会

普通株式 326,696 25 2023年３月31日 2023年６月22日

2023年10月30日
取締役会

普通株式 (注) 202,617 15 2023年９月30日 2023年12月４日

（注）配当金の総額には、「株式給付信託（J-ESOP）」に信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株

式に対する配当金6,598千円が含まれております。

(2) 当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項

2024年６月27日開催の株主総会において、次のとおり決議する予定です。

決議 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2024年６月27日
定時株主総会

利益剰余金 (注)405,235 30 2024年３月31日 2024年６月28日

（注）配当金の総額には、「株式給付信託（J-ESOP）」に信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株

式に対する配当金13,191千円が含まれております。
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(金融商品に関する注記）

1. 金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、金融機関からの借入等により資金を調達し

ております。

受取手形及び営業未収入金、電子記録債権に係る顧客の信用リスクは、契約管理規則に沿ってリスク低減を

図っております。また、投資有価証券は主として株式であり、上場株式については四半期ごとに時価の把握を

行っています。

営業未払金は、全て１年以内の支払期日であります。借入金、リース債務は、主に新型コロナウイルス感染

症拡大の長期化に備えて、経営の安定化を図るべく手元資金を厚くすることを目的としたものであり、償還日

は決算日後、最長で６年５ヶ月後であります。

デリバティブ取引は、外貨建ての営業債権債務について、為替変動リスクに対するヘッジ取引を目的とした

為替予約取引であります。なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジ有効性評

価の方法については、前述の「連結計算書類のための基本となる重要な事項に関する注記等 3.会計方針に関

する事項 (4)重要なヘッジ会計の方法」をご参照ください。

2. 金融商品の時価等に関する事項

2024年３月31日（当連結会計年度の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額に

ついては、次のとおりであります。
(単位：千円)

連結貸借対照表
計上額(＊)

時価(＊) 差額

(1) 投資有価証券

その他有価証券 139,848 139,848 －

(2) 長期借入金
(１年内返済予定含む)

(607,734) (607,521) △212

(3) リース債務
(１年内返済予定含む)

(9,790) (9,734) △56

(4) デリバティブ取引 (843) (843) －

（＊）負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。

（＊）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目については、( ) で示

しております。

（注１）「現金及び預金」、「受取手形」、「営業未収入金」、「電子記録債権」並びに「営業未払金」については，現金であること、及び

短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

（注２）市場価格のない株式等は、「(1)投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対照表計上額は、114,525

千円であります。
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（注３）長期借入金（１年内返済予定含む）及びリース債務（１年内返済予定含む）の決算日後の返済予定額
(単位：千円)

区分 １年内
１年超
２年内

２年超
３年内

３年超
４年内

４年超
５年内

５年超

長期借入金
（１年内返済予定含む）

229,664 158,070 75,000 55,000 35,000 55,000

リース債務
（１年内返済予定含む）

6,167 3,623 － － － －

合計 235,831 161,693 75,000 55,000 35,000 55,000

3. 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル

に分類しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した

時価

レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ

属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

(1) 時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
(単位：千円)

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券 139,848 － － 139,848

デリバティブ取引 － (843) － (843)

(*)デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目については、( ) で示

しております。

(2) 時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
(単位：千円)

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金
（１年内返済予定含む）

－ 607,521 － 607,521

リース債務
（１年内返済予定含む）

－ 9,734 － 9,734
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（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

投資有価証券

上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル１の時価に

分類しております。

デリバティブ取引

これらの時価は、取引先金融機関から提示された価格に基づき算定しており、レベル２の時価に分類しております。

長期借入金（１年内返済予定含む）及びリース債務（１年内返済予定含む）

これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に割引現在価値法により算定し

ており、レベル２の時価に分類しております。

(収益認識に関する注記）

1. 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
動力供給事業 エンジニアリング事業 商品販売事業

売上高

一時点で移転される財又は
サービス

5,475,433 6,493,659 935,341 12,904,434

一定の期間にわたり移転される
財又はサービス

－ － － －

顧客との契約から生じる収益 5,475,433 6,493,659 935,341 12,904,434

その他の収益（注） － － 82,447 82,447

外部顧客への売上高 5,475,433 6,493,659 1,017,789 12,986,882

（注）「その他の収益」の主な内容は、「リース会計基準」の範囲に含まれる航空機用電源設備賃貸収入等であります。

2. 収益を理解するための基礎となる情報

収益を理解するための基礎となる情報は、「(連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記

等) 3.会計方針に関する事項 (5)その他連結計算書類の作成のための重要な事項 ①収益及び費用の計上基準」

に記載した内容と同一であります。
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3. 当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報

(1) 契約資産及び契約負債の期末残高等

期首残高 期末残高

契約資産 －千円 27,658千円

契約負債 －千円 －千円

契約資産は、主に動力供給事業において、期末日時点で履行義務を充足しているが未請求の完了部分に係

る対価に対する当社及び連結子会社の権利に関するものであります。契約資産は、対価に対する当社及び

連結子会社の権利が無条件になった時点で顧客との契約から生じた債権に振り替えられます。

(2) 残存履行義務に配分した取引価格

当社は、当初に予定される顧客との契約期間が１年以内であるため、残存履行義務に配分した取引価格

の総額及び収益の認識が見込まれる期間の記載を省略しております。

(１株当たり情報に関する注記）

1. １株当たり純資産額 715円77銭

2. １株当たり当期純利益 52円76銭

（注）１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数及び１株当たり当期純利益の算定上の基礎と
なる普通株式の期中平均株式数については、「株式給付信託（J-ESOP）」の信託財産として、株式会社日本
カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有している当社株式を、控除する自己株式に含めております。

(重要な後発事象に関する注記）

該当事項はありません。

(その他の注記）

(従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する注記）
当社は、2022年12月22日開催の取締役会決議に基づき、「株式給付信託（J-ESOP）」（以下「本制度」とい

う。）を当連結会計年度より導入しております。

(1) 取引の概要
本制度は、予め当社が定めた株式給付規則に基づき、一定の要件を満たした従業員に対して当社株式を給

付する仕組みです。
当社は、従業員に対し等級等に応じてポイントを付与し、一定の条件により受給権を取得したときに当該

付与ポイントに相当する当社株式を給付します。従業員に対し給付する株式については、予め信託設定した
金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものとします。

(2) 信託に残存する自社の株式
信託に残存する当社株式は、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当連結会計年度末390,893千円、
439,700株であります。
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個 別 注 記 表

(重要な会計方針に係る事項に関する注記)

1. 有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 子会社株式

総平均法による原価法を採用しております。

(2) その他有価証券

ａ 市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は総平均法により算定）

ｂ 市場価格のない株式等

主として総平均法による原価法

2. 棚卸資産の評価基準及び評価方法

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

① 商品、製品及び仕掛品…フードシステム事業に係る製品及び仕掛品は、先入先出法を採用しておりま

す。その他事業に係る商品及び製品、仕掛品は、個別法を採用しております。

② 原材料費及び貯蔵品……移動平均法を採用しております。

3. 固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

① 定額法…………………建物、関西空港・那覇空港・広島空港の構築物・機械装置、2016年４月１日以

降に取得した建物附属設備及び構築物

② 定率法…………………上記以外の有形固定資産

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 ３～38年

機械装置及び運搬具 ２～17年

また、2007年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から５年

間で均等償却する方法を採用しております。

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間 (５年) に基づく定額法を採用しており

ます。

(3) リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法を採用しております。
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4. 引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率により、貸倒懸念債権等の特定の

債権については回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当事業年度に見合う額を計上して

おります。

(3) 製品保証引当金

販売製品の将来の品質保証に伴う支出に備えるため、過去の実績に基づき、今後必要と見込まれる額を計

上しております。

(4) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上

しております。

数理計算上の差異は、発生時の従業員の平均残存勤務年数以内の一定の年数 (11年) による定額法により

翌事業年度から費用処理しております。

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（11年）による定額法により

費用処理しております。

(5) 株式給付引当金

株式給付規則に基づく当社株式の給付に備えるため、当事業年度末における株式給付債務の見込額に基づ

き、株式給付引当金を計上しております。

5. ヘッジ会計の方法

(1) ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジを採用しております。但し、為替予約が付されている外貨建金銭債権債務については振当処理

を採用しております。

(2) ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。

ヘッジ手段 為替予約

ヘッジ対象 外貨建金銭債権債務

(3) ヘッジ方針

社内規定に基づき、外貨建金銭債権債務の為替変動リスクを回避するため、キャッシュ・フローを円貨で

固定することを目的に、必要に応じてヘッジすることとしております。

(4) ヘッジの有効性評価の方法

振当処理によっている為替予約については、有効性の評価を省略しております。
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6. 収益及び費用の計上基準

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を適用しており、約束した財又は

サービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認

識しております。

主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点については、連結注記表の「収益認

識に関する注記」に記載のとおりであります。

7. その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

該当事項はありません。

8. 会計上の見積りに関する注記

(1) 繰延税金資産の回収可能性

① 当事業年度計上額 611,600千円

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

連結注記表「4. 会計上の見積りに関する注記」を参照ください。

9. 会計上の見積りの変更

(1) 退職給付に係る会計処理の数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理年数の変更

連結注記表「5. 会計上の見積りの変更」を参照ください。

(貸借対照表に関する注記）

1. 有形固定資産の減価償却累計額 18,936,505千円

2. 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

関係会社に対する短期金銭債権 864,089千円

関係会社に対する短期金銭債務 42,347千円

(損益計算書に関する注記）

関係会社との取引

営業取引による取引

売上高 5,244,245千円

仕入高 429,671千円

営業取引以外の取引 1,802千円
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(株主資本等変動計算書に関する注記）

自己株式の数に関する事項

単位：株

株式の種類
当事業年度期首

の株式数
当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度末
の株式数

普通株式 442,135 440,000 440,300 441,835

（注）１．普通株式の自己株式数には、「株式給付信託（J-ESOP）」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が

保有する当社株式（当連結会計年度期首０株、当連結会計年度末439,700株）が含まれております。

２．自己株式数の増加440,000株は、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が「株式給付信託（J-ESOP）」の信託財産とし

て取得したことによる増加であります。

３．自己株式数の減少440,300株は、「株式給付信託（J-ESOP）」の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）

へ処分したことによる減少440,000株、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）による「株式給付信託（J-ESOP）」に基

づく処分等による減少300株であります。

(税効果会計に関する注記）

1. 繰延税金資産の発生の主な原因の内訳

未払事業税 18,368千円

貸倒引当金 1,498千円

製品保証引当金 362千円

退職給付引当金 524,709千円

株式給付引当金 8,733千円

減価償却超過額 1,782千円

減損損失 80,151千円

繰越欠損金 44,029千円

その他 39,524千円

繰延税金資産小計 719,162千円

評価性引当額 △91,593千円

繰延税金資産合計 627,568千円

2. 繰延税金負債の発生の主な原因の内訳

資産除去債務に対応する除去費用 △5,275千円

その他有価証券評価差額金 △10,691千円

繰延税金負債合計 △15,967千円

繰延税金資産の純額 611,600千円
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(関連当事者との取引に関する注記）

1. 親会社及び法人主要株主等

属性
会社等の
名称

住所
資本金

又は出資金
(千円)

事業の
内容又は
職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関係内容

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)役員の

兼任等
事業上の関係

その他
の関係
会社

日本航空㈱
東京都
品川区

273,200,000 航空運輸

所有
直接 0.0

被所有
直接 30.5

―
航空機用動力供
給及び施設・設
備の保守・整備

動力供給事業収益
エンジニアリング事業収益
商品販売事業収益

2,164,134

1,198,358

62,525

営業未収
入金

701,038

（注）1. 取引条件及び取引条件の決定方針等

(1) 航空機用動力供給については、APUのコストを勘案して一般的取引条件と同様に決定しております。

(2) 施設・設備の保守・整備については、市場価格を勘案して一般的取引条件と同様に決定しております。

2. 子会社及び関連会社等

属性
会社等の
名称

住所
資本金

又は出資金
(千円)

事業の
内容又は
職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関係内容

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)役員の

兼任等
事業上の関係

その他
の関係
会社

全日本空輸㈱
東京都
港区

25,000,000 航空運輸

所有
直接 ―

被所有
間接 18.3

―
航空機用動力供
給及びGSE充電
設備の賃貸

動力供給事業収益

エンジニアリング事業収益

商品販売事業収益

1,721,680

25

63,037

営業未収
入金

147,472

（注）1. 取引条件及び取引条件の決定方針等

(1) 航空機用動力供給については、APUのコストを勘案して一般的取引条件と同様に決定しております。

2. 法人主要株主である全日本空輸㈱は持株会社であるANAホールディングス㈱の100％子会社であり、当社株式の所有名義は

ANAホールディングス㈱となっております。

3. GSEとは、Ground Support Equipmentの略称で、航空機地上支援機材の総称です。

(収益認識に関する注記）

収益を理解するための基礎となる情報

連結注記表と同一であります。

(１株当たり情報に関する注記）

1. １株当たり純資産額 685円01銭

2. １株当たり当期純利益 51円42銭

（注）１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数及び１株当たり当期純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中

平均株式数については、「株式給付信託（J-ESOP）」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有して

いる当社株式を、控除する自己株式に含めております。
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(重要な後発事象に関する注記）

該当事項はありません。

(連結配当規制適用会社に関する注記）

該当事項はありません。

(その他の注記）

該当事項はありません。
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